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 ANC HEADPHONES:  
　　　　　　　　　ᤄ入ᦆኻの ᐃ 

by Joe Begin

はじめに 
㡢ᴦ

⯟✵ཬび㌷事⏝の㏻信に,ヘッドホンのᐃ␒のᶵ⬟になり

,はANC)(アクティブノイズキャンセレーション 

.使⏝されるヘッドホンのᚲ㡲なᶵ⬟とみなされています

オーディオアナライザを

ヘッドホンのノイズ低ῶ効ᯝをᐃ㔞໬する,ANC使って

,APx500ではTechnote今ᅇの

.᪉ἲについてㄝ᫂⮴します  
 

 

 
 

 

ᤄ入ᦆኻ 

 

レシーバーの㓄⨨,㡢㡪⤒㊰におけるῶ⾶ჾのᙺ割をᢸい
しているሙᡤにおけるノイズレベルの低ῶとしてᐃ⩏

イヤホンは,㡢※は࿘ᅖの⎔ቃ㡢,ヘッドホンのሙྜ.されます

レシーバーはヘッドホンを⿦╔した人のእ⪥,ῶ⾶ჾになり

✀㢮のノイズを低ῶ2ヘッドホンは.ANC㐨にあたります

.することができます  
 

 
 

 
 

 ᤄ入ᦆኻは一⯡ⓗには㡢※とレシーバー㛫の,㡢㡪Ꮫ上

1. :(ཷ動ⓗ)なノイズ低ῶパッシィブ 
ヘッドホンの⣲ᮦによって㡢エネルギーの一㒊を

 

.≀⌮ⓗにブロックします        
 

2. 
イヤホンの㝽㛫から入ってくるእ㒊ノイズを

.キャンセル⮴します  
 

 :アクティブ⬟動ⓗなノイズ低ῶ

上グのパッシィブῶ⾶とアクティブῶ⾶の両᪉を

. ᐃすることと⮴します  
 

つ᱁ᶆ‽  

 
 
 ヘッドホンのノイズ低ῶᛶ⬟をホ価するᅜ㝿ⓗなAMC

,しかしガイドラインとして.つ᱁は⌧ᅾございません

 ISO 4869-3, Acoustics - Hearing protectors - Part   3:

 
 

 テストフィクスチャを㡢㡪3(
使⏝したイヤーマフタイプの保ㆤ⿦⨨のᤄ入ᦆኻ ᐃ が

パート-どぬ保ㆤ具-㡢㡪Ꮫ

. ヘッドホンと機能的にANCこの規格はᗈく使われています  
.近いパッシィブヒヤリングプロテクターと相関があります  

.使った測定になります  
 のような機器をAECM206社製Precision Audioに示した1図

 はこのようなタスクに最適な
頭部模型は大きくイヤーシミュレーター.ソリューションです

-このフィクスチャ

.以上のノイズ分離を施しています50dBマイクと外部との間に  
 

    
 

 
 

 

 図1. ヘッドホンテストフィクスチャ AECM206  

ISO 4869-3 はヒヤࣜࣥグプࣟテクタ࣮がない≧ែで 
,オクタ࣮ブバࣥドの㡢ᅽࣞベࣝと1/3マイクで ᐃした

ヒヤࣜࣥグプࣟテクタ࣮がある≧ែでの㡢ᅽࣞベࣝの

㛫でアプࣜケ࣮ショࣥのᤄධᦆኻをṇ☜に ᐃする㝿に

.ᙺに❧ちます  
 

 
 

 

ISO 4869- はࣛࣥダムධᑕ㡢ሙまたはᣑᩓ㡢ሙの㡢ሙの3
㡢Ἴは඲᪉ྥに,ᣑᩓ㡢ሙでは.つᐃをする㝿฼⏝されます

㛗᫬㛫の,また.ᑐしてᆒ➼な☜⋡で↓సⅭに཯ᑕ⮴します

 

ᣑᩓ㡢ሙは.ࣞベࣝは඲てのሙᡤでྠじ≧ែとなりますRMS
はṧ㡪ᐊのྛコ࣮ナ࣮に2ᅗ,౛えば.ṧ㡪ᐊでసᡂできます

,スピ࣮カ࣮をྥけてࣛࣥダムノイズを⏕ᡂすることで

.౛として♧しております1ᣑᩓ㡢ሙをసᡂする  
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ᣑᩓ㡢ሙのసᡂイメ࣮ジ ᅗ2.  

ISO 4869- にはࣛࣥダムධᑕ㡢ሙを౑⏝する㝿の3
.㡢ሙᆒ୍ᛶに㛵するཝしいせ௳があります  

 

 
ྛヘッドホࣥテストフィクスチャにᑐしてᑐ↷ⓗに

㓄⨨したステࣞオスピ࣮カの㓄⨨ᅗ
 ᅗ3.

 
 

 ᐃ᪉ἲ 

ヘッドホࣥのᛶ⬟をྜ⌮ⓗに,ANCスピ࣮カ࣮を฼⏝して

プࣟジェクトファイࣝも,APxこのᵓᡂで. ᐃしております

,APx1701௜ᒓのプࣟジェクトファイࣝは.సᡂしております

.ᡭ㡰はḟの㏻りです.がなくても฼⏝できます  
 

 
 

 
 ,ᅗ3ではᣑᩓ㡢ሙをసᡂᡭ㛫をかけたくないሙྜは

ヘッドホࣥテストフィクスチャの୧ഃに㓄⨨したステࣞオ

                                                           

 

 
㡢ሙのᆒ୍ᛶを᳨ドするⅭの㏣ຍ ᐃがᚲせになる

に‽ᣐしたᣑᩓ㡢ሙを౑って,ISO4869-3ሙྜを㝖いて

.ྠじᡭ㡰で⾜います  
 

 

テストᶵჾ 
プࣟジェクトファイࣝをసᡂ,ḟのテストᶵჾを౑って  

• APx オ࣮ディオアナࣛイザ515  
• APx1701 トࣛࣥスデュ࣮サ࣮テストイࣥタ࣮フェ࣮ス  

• AECM206 ヘッドホࣥテストフィクスチャ  
• CAL250 㡢ኌࣞベࣝᰯṇჾ  

 The APx トࣛࣥスデュ࣮サ࣮テストイࣥタ࣮

フェ࣮スはステࣞオスピ࣮カ࣮を㥑ືするパ࣮࣡アࣥプと

1701

ヘッドホࣥテストフィクスチャのイヤ࣮シミュ࣮ࣞタ࣮

このアプࣜケ࣮ショࣥ,をഛえているⅭ(CCP)マイク⏝の㟁※

.にとってアクセサ࣮ࣜです  
 

 
 

 

  ,TEDS(Transducerまた

にプࣟグࣛムICアナࣛイザはྛマイクෆⶶの,しており

.マイクを⮬ືⓗにᰯṇします,されたᰯṇデ࣮タを฼⏝して  
 
 をサポ࣮トSheet) Data Electronic 

 ᐃᴫせ 
AN テストಙྕとして㧗ࣞベࣝのᗈᖏᇦノイズ,のᛶ⬟はC
ピࣥクノイズ( をスピ࣮カ࣮からヘッドホࣥテスト)

 

Octaveの,APx ᐃは.フィクスチャで ᐃします

APxこの ᐃは.を౑⏝⮴します

から↓ᩱにて.(AP.comイࣥからイࣥスト࣮ࣝ⮴します

イヤ࣮シミュ࣮ࣞタ࣮の㡢ᅽ.)ダウ࣮ࣥࣟドྍ⬟です

.スペクトࣝはḟの᮲௳で ᐃ⮴します(SPL)ࣞベࣝ  
 
 
 プࣛグAnalysis Octave 

 Analysis 
 

 

1. )フィクスチャにヘッドホࣥなし(オ࣮プࣥイヤ

テストಙྕなし(テストチャࣥバ࣮ෆのᬯ㦁㡢

)ノイズࣞベࣝを ᐃため  
 
 

2. テストಙྕでオ࣮プࣥイヤ࣮ 

3. 
テストಙྕでヘッドホࣥをテストフィクスチャに

OFFスイッチはANCセットした≧ែで  
 

4. ONスイッチANCの≧ែで3  
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 ᐃのಙྕ,で ᐃされたスペクトࣝのᕪから1,2ᡭ㡰

ಙྕは,このケ࣮スでは.(
.ቑᖜされたピࣥクノイズにあたります で ᐃ3,42,ᡭ㡰)

ᑐ㞧㡢ẚの᥎ᐃ್があられます

ヘッドホࣥのパッシィブῶ⾶,したスペクトࣝの㐪いから

.とアクティブῶ⾶の᥎ᐃ್がそれぞれᚓられます  
 

 
 

 

 A プࣟジェクトファイࣝP
Headphones.

"Cal୍つは,つのシ࣮ケࣥスがあり2にはapprojx)
"ANCともう୍つはSimulators"

タイトࣝバ࣮のNavigator᭱ึに,シ࣮ケࣥスをᐇ⾜するには

,を㑅ᢥしSequence┿ୗにあるシ࣮ケࣥスコࣥト࣮ࣟࣛから

ボタࣥを]ᐇ⾜[ḟにシ࣮ケࣥスコࣥト࣮ࣟࣝのୗにある

.クࣜックします  
 

 
 

 .ですMeasurement" 
  Ear 

 

ᅗ

:ファイࣝྡ( ANCプࣟジェクトファイࣝAP

( 4).

 
 ᅗ4.  APx Navigato ෆでのシ࣮ケࣥスセࣞクタ࣮とr

ファ࣮ストシグナࣝパスの⾲♧ 
 

 

Cal
SignalというシグナࣝパスྡでSimulators]

つのシ࣮ケࣥス2この ᐃは.の ᐃをᐇ⾜します

からᕥྑの⪥の

つのプࣟࣥプト2ḟに.シミュ࣮ࣞタ࣮のᰯṇを⾜います

TEDS᭱ึに,ステップを࿧びฟし

-サウࣥドࣞベࣝキャࣜブ࣮ࣞタ.ステップを࿧びฟします

.で∦᪉ずつシミュ࣮ࣞタ࣮のᕥྑの⪥をᰯṇします

はイヤ࣮シミュ࣮ࣞタ࣮のᰯṇに౑⏝する,TEDSこのሙྜ

を౑⏝したᰯṇは-サウࣥドࣞベࣝキャࣜブ࣮ࣞタ,ので

イヤ࣮,᥋⥆のᩚྜᛶを᳨ドし,しかし.ᚲせありません

シミュ࣮ࣞタ࣮がṇしくᶵ⬟していることを㏣ຍで

.を౑⏝するのはⰋいᡭẁです-☜ㄆできるⅭキャࣜブ࣮ࣞタ  
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 Setup Path 

 Ear Path1-Cal ,[Signalシ࣮ケࣥスはSimulators Ear 

                                                            

 

 

 
ᅗ 5 シࣜアࣝナࣥバ࣮とᮇᚅឤᗘを♧したマイクᰯṇ.   
ダイアࣟグのイメ࣮ジ 

,MicrophoneからᰯṇされるとTEDSマイクが

5ᅗ( Expectedにあるシࣜアࣝナࣥバ࣮と)ダイアࣟグ

⤖ᯝとして ᐃされたឤᗘがᮇᚅ್とឤᗘチᐜᕪ

1dBこのሙྜは( キャࣜブ࣮ࣞショࣥ,௨ୖ␗なるሙྜは)
6ᅗ( 㡯┠は㯮と⥳の⾲♧から㉥にSensitivityの)プࣟࣥプト

チᐜ⠊ᅖእのឤᗘであればシ࣮ケࣥスはኻᩋ.なります

フィ࣮ࣝドが౑⏝されてSensitivityしたがって.となります

.クࣜアにするᚲせがあります,いないሙྜは  
 

 
 

 
 

 .の㡯┠にྛマイクのデ࣮タがධຊされますSensivity
 

 Calibration 

 
 ᅗ6.  APx sequence s Calibrationを౑ったtep  プࣟࣥプトの≧ែ 
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'ANCプࣟジェクトファイࣝ

プࣟࣥプトのプࣜID᭱ึにデバイス,のシ࣮ケࣥスは

[Signalḟに,シ࣮ケࣥスステップを࿧びฟし

このプࣟࣥプトでユ࣮ザ࣮がධຊしたデバイス.します

ますシ࣮ケࣥスࣞポ࣮トにฟຊし,ኚᩘに᱁⣡されAPはID  

 
 というྡ๓のಙྕパスをᐇ⾜Measurements]

 ANC Path2 
 
 というྡ๓Measurement' 

をReference Signal Signal
Signalする㝿に฼⏝する

マイク.なコࣥフィグ࣮ࣞショࣥタᐃ᝟ሗがあります

Signal᝟ሗはྛReferenceឤᗘ➼をྵむ

,[Measureこのタᐃにアクセスするには.᝟ሗになります

ment
.をクࣜックしてྠじྡ๓のダイアࣟグを࿧びฟします

[Copy
このシグナࣝ,キャࣜブ࣮ࣞショࣥシグナࣝパスから

.パスにコピ࣮する㝿の≉ᐃするⅬにはὀពしてください

7ᅗ( から ᐃを,Sequencerこのタᐃを᭷ຠにするには,また)
.⾜わなければなりません  

 
 

 
 ࣜファࣞࣥスを,のྡ๓のタᐃはfrom:] Reference 
 
 のࣛベࣝのついたṑ㌴アイコࣥSettings] Sequence 
 

 ᅛ᭷のPath 
 

 の୰に㔜せNode Setup Path 
 にコピ࣮Path2 からPath1 

 
からࣜファࣞࣥスをコピ࣮pathキャࣜブ࣮ࣞショࣥಙྕ ᅗ7.

するためのシ࣮ケࣥスタᐃの⏬ീ 
 

8ᅗ( は) ᐃシ࣮ケࣥスのプࣟࣥプトステップ,ANCḟに

.㐺ษな᥋⥆を⾜うようユ࣮ザ࣮をㄏᑟしていきます  
 

signal ᐃANC

,このࣟࣉジェクࣇࢺァイࣝには.
というオクࣈ࣮ࢱ

ゎᯒ ᐃになります

SNR”

 
 

 “Measure᭱ึの ᐃは,ᚋの

 を⤊えたsetup Path Signalにおけるpath 

ジェࣝ࣋ࣞࢱ࣮ࣞࢿは4.0 Vrm にタᐃしていますs .
アࣥࣉの,ᬯ㦁㡢のࣀイࣝ࣋ࣞࢬ,ス࣮ࣆカ࣮のឤᗘと఩⨨

を౑⏝していないሙྜも(APx1701 ,にᛂじて)ゲイࣥ

をタᐃするᚲせがࣝ࣋ࣞࢱ࣮ࣞࢿ᮲௳に༶したジェࢺスࢸ

᭱⤊ⓗにはANCᶵ⬟をアクࢸィࣈにして ᐃした.あります
SPLス࣌クࣝࢺが඲ての࿘Ἴᩘで࿘ᅖのࣀイࣝ࣋ࣞࢬを
ᑡなくとも,10dBをୖᅇるような್にジェࣝ࣋ࣞࢱ࣮ࣞࢿを
タᐃすることです.つまりいくつかのᐇ㦂がᚲせです. 

 
 

 

 
 

 
 

         
  
   
  

 
᥋⥆プࣟࣥプト ᅗ8.  

 プࣟジェクトファイࣝの“Measure SNR” measurement
 ᐃでは,ジェࣝ࣋ࣞࢱ࣮ࣞࢿごとに2つのスࣉࢵࢸの
 を౑⏝します.㸯つは0Vrms(ಙྕなし),もうࢺスࢿ

 

 

㸯つはᡤᐃのジェࢸ)ࣝ࣋ࣞࢱ࣮ࣞࢿスࢺࢵࢭࢺアࣉࢵの
ሙྜは4Vrms)です. ᐃが᏶஢すると,ࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹ
Measured1にはᬯ㦁㡢ス࣌クࣝࢺがྵまれ,Measured2には
イ࣮ࣖ ᐃの⤖ᯝがࣥࣉのධったオ࣮ࣝࢼシグࢺスࢸ
ྵまれます.(ᅗ㸷) 

 
 

 
 

 

なしで ᐃしたオクࣈ࣮ࢱス࣌クࢸ/ࣝࢺスࢺಙྕあり ᅗ9.  
ẚはࢸスࢺಙྕと࿘ᅖのࣀイࢬಙྕのẚ(ᅗ10)

を

SNこの ᐃの

.ですのでὀព㢪います20dBẚは⣙SN ᐃして᭱పの  
 
 

 

オクࣈ࣮ࢱで1/3の.63Hzẚにྡ๓がኚ᭦されましたSN⾲♧は

ẚ㍑⤖ᯝの.ィ⟬するⅭにẚ㍑⤖ᯝを౑ってᐃ⩏しております
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からᚓられた9ᅗ ᅗ10. S ,ẚN ス࣌クࣝࢺẚ㍑ ᐃ⤖ᯝ   

,౛えば.ᚲせにᛂじてカス࣐ࢱイࢬ ᐃもྍ⬟です

ప࿘Ἴᩘ ᐃの,㐺ษなス࣮ࣆカ࣮が฼⏝ྍ⬟なሙྜは 
 

.௨ୗまでにすることもྍ⬟です63Hzไ㝈を  
 

“ANC AN  ᐃはC

ᅗ( .にするように⮴しますONを12)ᶵ⬟ANCࣥ࣍ࢻࢵ࣊の  

この ᐃには୍㐃のシ࣮ケࣥス

がありࣉࢵࢸに╔⬺するか,スࣕࢳィクスࣇをࣥ࣍ࢻࢵ࣊,

,にもグ㍕の㏻り11ᅗ

 
 

.ኚえてオクࣈ࣮ࢱศᯒ ᐃをされているケ࣮スもあります  
 とྡ๓を(octave)” Measurements 

㏣ຍの ᐃシ࣮ケࣥススࣉࢵࢸはࢵࣃシィࣈのみのῶ⾶と

アクࢸィࣈῶ⾶のࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹをྲྀᚓする

ために

ࣈシィࢵࣃ+

.౑⏝されます  
 

 

 
 ᅗ11.  ᐃにおけるシ࣮ケࣥススࣉࢵࢸ ANC  

 
 ᅗ12.  ᐃのࢺࣉࣥࣟࣉ ANC  

 
.つのࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹで⾲♧されます3の⤖ᯝが  

 AN のようにオクࣈ࣮ࢱス࣌ク13ࣝࢺᅗ, ᐃが᏶஢するとC

 • Measured1: オ࣮ࣥࣉイ࣮ࣖ  
• Measured2:   ⾶ῶࣈシィࢵࣃ
• Measured3: アクࢸィࣈῶ⾶+ࢵࣃシィࣈ  

 
 ᐃにおけるANC ᅗ13. SPL ス࣌クࣝࢺ ᐃ  

アクࢸィࣈῶ⾶をุูする+ࢵࣃシィࣈῶ⾶とࢵࣃシィࣈ

,ẚ㍑⤖ᯝを౑って,には つのྛࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹをオ࣮3ࣥࣉ 
 

,その⤖ᯝ.イ࣮ࣖのࢺࢵࢭࢱ࣮ࢹ(ᅗ14)をẚべます  
 

 
 このグࣛࣇのオ࣮ࣥࣉイ࣮ࣖの࣮ࣞࢺスは0d でࢺࢵࣛࣇにB

なります.  
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オ࣮ࣥࣉイ࣮ࣖࣥ࣍ࢻࢵ࣊のᕥイࣖࣥ࣍の ᅗ14.

オ࣮ࣥࣉイ࣮ࣖのSP ス࣌クࣝࢺẚL  
 

 

.㉸えていおりますのでὀព㢪いますdBᮍ‶の࿘Ἴᩘでᩘ   
 ᅗ 200Hzのࢵࣃシィࣈ᭤⥺はオ࣮ࣥࣉイ࣮ࣖ᭤⥺を14

,⪥をそうイࣖࣥ࣍カࣉࢵがඹ㬆✵Ὕをసり,これは

.ప࿘Ἴで⪥にఏわるࣀイࢬをቑຍさせております  
 

 

.または,㈅Ẇのඹ㬆ຠᯝと࿧ばれることもあります  
㐲くのᾏの㡢,カࣉࢵまたはカࣉࢵ≧のᡭを⪥のୖに⨨くと

イࣥイ࣮ࣖᆺイࣖࣥ࣍

イࣥイ࣮ࣖᆺ.に⾲♧しております15での ᐃ⤖ᯝをᅗ

,ẚ㍑のⅭに.にఝたప がⓎ⏕します

,ຠᯝはそれほど㢧ⴭに⾲れず,イࣖࣥ࣍は✵Ὕᐜ✚がᑠさいⅭ

.それより㧗い࿘ἼᩘでⓎ⏕することにὀ┠㢪います  
 

 
 

 

 
イࣥイ࣮ࣖᆺイࣖࣥ࣍のᕥイࣖࣥ࣍のオ࣮ࣥࣉイ࣮ࣖ ᅗ15.

のSP ス࣌クࣝࢺẚL  
 

 

は ᅗ1 とᅗ4 15
アクࢸィࣀࣈイࢬキ࣮ࣕࣥࣞࢭシࣙࣥは.♧しています

それより㧗い,のప࿘Ἴᩘでຠᯝⓗですが1.5-2.0kHz⣙

.࿘Ἴᩘではຠᯝがぢえません  
 
 

 AN のᶆ‽ⓗなᛶ⬟をCࣥ࣍ࢻࢵ࣊

 
アクࢸィࣥ࣍ࢻࢵ࣊+ࣈのࢵࣃシィࣈཬびࢵࣃシィࣈ,また

ᤄධᦆኻはᇶᮏⓗにこれらの.のࣀイࢬపῶも♧しています

 

ANCᤄධᦆኻをィ⟬するẚ㍑⤖ᯝも.㏫≉ᛶにあたります

16ᅗ.( ) ᐃに㏣ຍされています  
 

 
 

 

 

 

 
 
 

SPLᶵ⬟をONにして ᐃした,ANCするᚲせがあり
以上は㧗い್で10dBスペクトルよりもᑡなくとも

, ᐃ್が࿘ᅖのノイズによって.あるᚲせがあります
ẚ ᐃ,SNこれらのẚの⤖ᯝ.ᙳ㡪をཬぼされるからです

ANCそれを,からᬯ㦁㡢のスペクトルをエクスポートし
. ᐃ⤖ᯝにインポートすることによって⏕ᡂされます

17ᅗ( の10dBいくつかの࿘Ἴᩘで,このデータのሙྜ)
,つまり.ᇶ‽に‶たさないことにὀ┠してください

のᇶ‽を‶たすタᐃで⧞り㏉す10dBこれらのテストは
,ಙྕレベルを඲యⓗに上げて,౛えば.ᚲせがあります

,を౑⏝してಙྕレベルを上げたりEQၥ㢟の࿘Ἴᩘで ᐃ
それらの⤌みྜわせでᐇ⌧,㟼かな⎔ቃでテストしたり

.することができます  
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 テストಙྕは඘ศに㧗いレベルをタᐃ,๓㏙のように

 
SPLᶵ⬟オン᫬のANCᬯ㦁㡢スペクトラムと ᅗ17.

スペクトラム ᐃのẚ㍑ 
 

  

ᅗ16.ᅗ13のオ࣮࣮ࣂイ࣮ࣖࣥ࣍ࢻࢵ࣊の⤖ᯝのྑ⪥の
イࣖࣥ࣍ᤄධᦆኻ 
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 AP プロジェクトファイルを౑⏝するሙྜANC以እでx1701

トランスデューサーAPx1701プロジェクトファイルは

つまりእ㒊パワー,テストインターフェース以እのᶵჾ

アンプ(またはパワースピーカー)ཬびእ㒊マイク㟁※

.での౑⏝も⡆༢にᑐᛂできます  
 
 

 

からのマイクをᰯṇ,TEDS᭱ึのシグナルパスでは

オフ( に)するためのシーケンスᡭ㡰のチェックをእし

ฟຊ,このಙྕ⤒㊰では:ὀព.するᚲせがあります

 

[External]なし( したがって.にタᐃされます)コネクターは

ධຊコネクタタᐃがトランスデューサーインターフェース

,からアナログアンバランスまたはバランスにኚ᭦されたሙྜ

シーケンスからのキャリブレーションᡭ㡰は⾲♧TEDS
これとはูにマイクロホンキャリブ

5ᅗ( ౑⏝するテスト,をチェックして)レーションダイアログ

.されなくなります

レベルと-マイクロホンのキャリブレータ-フィクスチャ

,Expectedの್と一⮴し-࿘Ἴᩘタᐃがキャリブレータ

.を☜ㄆするᚲせがあります  
 の㡯┠が✵ⓑであるか㐺ษな್がྵまれていることSencitivity

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ᅗ.( このプロンプト8)シーケンスステップが⾲♧されます

または.のテキストのㄝ᫂は㐺ᐅ⦅㞟するᚲせがあります

チェックボックスをオフにしてステップを↓ຠにする

.こともできます  
 

 
 

 のコネクションプロンプトAPx1701では2シグナルパス

 
5750 SW Arctic Drive, Beaverton, Oregon 97005 | 503-627-0832 

www.ap.com 
Copyright © 2019 Audio Precision 

MMXIX12061338 


	About This Technote
	About This Technote
	Insertion Loss
	Insertion Loss
	Industry Standards
	Industry Standards
	Conducting the Measurements
	Conducting the Measurements
	Test Equipment
	Test Equipment
	Test Equipment
	Test Equipment
	Measurement Overview
	Measurement Overview
	The AP Project File
	The AP Project File
	The AP Project File
	Using the project file without an APx1701
	Using the project file without an APx1701


